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研
究
ノ
ー
ト

平
成
元
年
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告
を
基
と
し
た
関
連
調
査
⑴

河
　
﨑
　
俊
　
宏

は
じ
め
に

　
現
代
社
会
に
お
い
て
過
疎
の
問
題
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
過
疎
化
の
波
は
宗
門
の
寺
院
基
盤
を
揺
る
が
す
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
宗
門
は
過
疎
地
寺
院
の
活
性
化
策
と
し
て
宗
報
で
の
全
国
の
事
例
紹
介
や
、
促
進
を
促
す
「
元
気
な
寺
づ
く
り
読

本
」
な
ど
を
発
行
し
て
は
具
体
例
を
提
示
し
て
来
た
。
今
回
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
現
代
宗
教
研
究
所
が
ま
と
め
た
平
成
元
年
に
発
行

さ
れ
た
調
査
報
告
を
基
と
し
て
、
再
調
査
を
行
い
各
地
域
の
寺
院
を
取
り
巻
く
過
疎
の
現
状
を
ま
と
め
る
事
と
し
た
い
。

宗
門
の
過
疎
に
対
す
る
取
り
組
み

　
宗
門
は
過
疎
地
寺
院
問
題
を
昭
和
三
十
六
年
の
宗
会
（
第
十
三
宗
会
）
で
、
農
村
寺
院
対
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
次
い
で
昭
和

四
十
年
の
宗
会
（
第
十
七
宗
会
）
に
お
い
て
も
火
急
の
対
応
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
他
宗
派
か
ら
見
て
も
宗
門
は
早
い
段
階
か
ら
、
こ
の

過
疎
化
の
社
会
問
題
が
今
後
大
き
な
問
題
と
な
り
う
る
と
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　
現
代
宗
教
研
究
所
（
以
下
、
現
宗
研
）
が
昭
和
三
十
九
年
に
設
置
、「
所
報
」
一
号
に
て
「
日
蓮
宗
寺
院
実
態
調
査
」
を
調
査
テ
ー
マ
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と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
昭
和
四
十
二
年
「
寺
院
実
態
調
査
」
の
一
環
と
し
て
「
過
疎
地
寺
院
調
査
」
を
実
施
し
、
報
告
を
「
所
報
」

に
て
掲
載
。
昭
和
五
十
八
年
の
山
梨
県
早
川
町
か
ら
、
昭
和
六
十
三
年
ま
で
の
六
年
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
過
疎
地
寺
院
調
査
が
実
施
さ

れ
、
平
成
元
年
十
二
月
八
日
に
、
現
宗
研
が
ま
と
め
た
、
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告
「
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
過
疎
地
寺
院
　
あ
な
た
は
知
っ

て
い
ま
す
か
？
」
を
発
行
。
山
梨
県
、
千
葉
県
、
京
都
府
、
福
井
県
、
島
根
県
、
北
海
道
、
新
潟
県
、
秋
田
県
の
実
態
調
査
が
報
告
さ
れ

た
。

　
そ
の
他
に
も
現
宗
研
で
は
、「
所
報
」
で
再
調
査
報
告
や
都
市
寺
院
調
査
の
報
告
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
研
究
課
題

　
現
宗
研
が
ま
と
め
た
平
成
元
年
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告
も
二
十
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
れ
以
降
取
り
上
げ
ら
れ
た
地
域
の
過
疎
地
寺
院

は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
平
成
の
合
併
が
全
国
的
に
市
町
村
で
行
わ
れ
た
が
、
報
告
以
後
合
併
以
前
の
人
口
統
計

な
ど
を
ま
と
め
て
お
く
必
要
性
と
、
合
併
後
の
現
在
状
況
も
今
後
の
資
料
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
必
要
性
を
深
く
感
じ
る
。
そ
こ
で
今
回

の
調
査
研
究
は
、
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告
「
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
過
疎
地
寺
院

　
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
を
基
本
と
し
て
人
工

統
計
な
ど
整
理
し
、
現
地
の
再
調
査
な
ど
関
連
調
査
を
行
い
た
い
と
思
う
。

調
査
方
法

　
調
査
方
法
は
、
出
来
る
限
り
平
成
元
年
版
を
ベ
ー
ス
に
調
査
方
法
も
設
定
し
た
い
と
考
え
る
。
各
デ
ー
タ
ー
な
ど
も
出
来
る
限
り
同
様

に
調
査
を
行
う
。

　（
平
成
元
年
調
査
方
法
と
同
じ
）

　
一
、
住
職
・
代
務
者
の
在
不
在
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二
、
住
職
寺
・
代
務
寺
・
無
住
職
等
、
寺
院
経
営
の
状
況

　
三
、
兼
職
・
兼
務
等
住
職
以
外
の
就
業
状
況

　
四
、
寺
族
の
生
活
状
況
、
収
入
等

　
五
、
後
継
者
の
状
況

　
六
、
寺
院
護
持
の
実
情
、
将
来
の
見
通
し

　
七
、
檀
家
の
増
減
・
移
動
・
家
族
構
成
等
、
檀
家
の
現
況
と
変
動

　
八
、
教
化
活
動
に
関
し
て
、
過
疎
化
以
前
と
現
在
の
活
動
状
況
、
年
中
行
事
、
信
行
会
等

　（
＊
今
回
は
平
成
元
年
に
調
査
し
た
状
況
と
現
在
の
活
動
状
況
を
比
較
し
た
い
と
考
え
る
。）

　
九
、
調
査
地
域
内
の
他
宗
寺
院
の
様
相

　
十
、
調
査
地
域
内
の
町
勢
資
料
等
過
疎
問
題
に
関
す
る
一
般
資
料
の
収
集
と
分
析
、
地
域
社
会
の
変
動
等

　
十
一
、
過
疎
地
域
寺
院
の
過
疎
対
策
の
実
情

　
十
二
、
過
疎
地
寺
院
の
宗
門
へ
の
要
望

　
調
査
は
こ
の
項
目
に
添
っ
て
現
地
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
進
め
た
い
。（
平
成
元
年
と
同
様
）

調
査
に
関
す
る
留
意
点

　
一
、
檀
信
徒
が
寺
院
を
ど
う
見
、
将
来
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

　
二
、
若
い
僧
侶
の
考
え
方
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

　
三
、
過
疎
地
に
あ
っ
て
発
展
し
て
い
る
寺
院
の
組
織
形
態
、
活
動
状
況
（
平
成
元
年
と
同
様
）
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目
　
次

一
、
平
成
元
年
調
査
報
告
地
域
の
過
疎
再
調
査
報
告
を
含
む
資
料
に
関
し
て

二
、
平
成
元
年
調
査
報
告
を
基
と
し
て
の
現
在
と
の
比
較
（
再
調
査
）

　
１
、
山
梨
県
　
早
川
町
「
祖
山
の
お
ひ
ざ
も
と
で
取
り
残
さ
れ
た
過
密
寺
院
」

　
２
、
千
葉
県
　
多
古
町
、
大
網
白
里
町
、
長
柄
町
、
長
生
町
「
伝
統
的
な
法
華
の
地
に
半
数
の
無
住
寺
、
そ
の
荒
廃
」

　
３
、
京
都
府
　
宮
津
市
、
伊
根
町
、
久
美
浜
町
「
陸
の
孤
島
・
丹
後
の
寺
　
再
生
へ
の
道
は
」

　
４
、
福
井
県
　
今
庄
町
、
多
田
庄
村
「
半
数
の
寺
院
に
後
継
者
が
い
な
い
」

　
５
、
島
根
県
　
大
田
市
、
横
田
町
「
寺
院
の
合
併
、
移
転
に
活
路
を
見
出
す
」

　
６
、
北
海
道

　
十
勝
・
網
走
支
庁
「
消
え
ゆ
く
開
教
の
歴
史
」

　
７
、
新
潟

　
佐
渡
島
「
聖
跡
佐
渡
は
ゆ
れ
て
い
る
」

　
８
、
北
海
道

　
利
尻
・
礼
文
島
「
最
北
離
島
の
寺
院
は
ニ
シ
ン
漁
の
盛
衰
と
と
も
に
あ
っ
た
」

　
９
、
島
根
県

　
隠
岐
島
「
離
島
を
守
る
住
職
た
ち

　
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
」

　
10
、
秋
田
県

　
横
手
市
、
阿
仁
町
、
そ
の
他
「
土
着
の
信
仰
を
包
み
こ
む
秋
田
の
法
華
サ
ン
」

　
ま
と
め

　
参
考
資
料
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一
、
平
成
元
年
調
査
報
告
地
域
の
過
疎
再
調
査
報
告
を
含
む
資
料
に
関
し
て

　
今
回
、
基
と
す
る
平
成
元
年
調
査
報
告
は
、
所
報
十
八
号
「
特
集
　
寺
院
実
態
調
査
報
告
Ⅰ
」
に
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
現
状
│

山
梨
県
早
川
町
│
並
び
に
寺
院
後
継
者
問
題
│
福
井
寺
院
の
場
合
│
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
報
告
を
踏
ま
え
て
平
成
元
年
調
査
報

告
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
平
成
元
年
調
査
報
告
前
や
報
告
後
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
各
地
区
を
教
区
ご
と
に
ま
と
め
、
更
に
元
気
な
お
寺
づ
く
り
読
本
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
地
区
を
重
ね
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
追
跡
調
査
や
再
調
査
の
現
状
や
、
全
く
の
調
査
対
象
に
入
っ
て
い
な
い
地
区
の

現
状
を
ど
う
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

資
料
│
１
参
照

　
資
料
│
１
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、

　
北
海
道
教
区
は
、
平
成
元
年
調
査
報
告
（
以
後
、
元
年
報
告
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
北
海
道
東
部
、
ま
た
利
尻
・
礼
文
島
な
ど
の
再
調

査
が
実
施
さ
れ
た
報
告
は
な
い
。
但
し
、
元
気
な
寺
づ
く
り
読
本
（
以
後
、
読
本
）
で
は
、
成
功
促
進
事
例
と
し
て
２
件
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
東
北
教
区
は
、
元
年
報
告
以
前
に
所
報
５
号
で
「
東
北
農
村
に
お
け
る
信
仰
意
識
調
査
」
報
告
が
あ
る
。
読
本
で
は
宮
城
県
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
千
葉
教
区
は
、
元
年
報
告
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
以
外
は
他
に
報
告
な
し
。
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山
静
教
区
は
、
元
年
報
告
以
降
、
所
報
十
八
号
に
寺
院
実
態
調
査
報
告
Ⅰ
「
総
論
　
戦
後
社
会
の
変
動
と
地
方
寺
院
の
対
応
」
を
当
時

久
住
謙
是
師
（
現
宗
研
主
任
）
が
報
告
さ
れ
、「
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
現
状
」
と
題
し
て
山
梨
県
早
川
町
に
お
け
る
日
蓮
宗
寺
院

に
つ
い
て
│
そ
の
歴
史
的
形
成
│
を
当
時
、
身
延
山
短
期
大
学
助
教
授
林
是
晋
師
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
久
住
謙
是
師
が
「
早
川

町
寺
院
調
査
報
告
を
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
所
報
四
十
号
に
は
、「
過
疎
地
寺
院
再
調
査
報
告
│
山
梨
県
早
川
町
現
地
調
査
」
を
伊
藤
立
教
師
（
現
宗
研
主
任
）
が
報
告
さ

れ
、
同
じ
く
同
号
に
「
山
梨
県
身
延
町
中
富
地
区
過
疎
地
寺
院
調
査
　
山
寺
か
ら
集
落
の
崩
壊
を
み
る
│
と
く
に
富
士
見
山
東
麓
山
地
を

中
心
に
│
」
を
久
住
謙
是
師
（
現
宗
研
顧
問
）
が
報
告
を
寄
せ
て
い
る
。
注
意
深
く
見
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
の
は
、
四
十
号
の
掲
載
さ

れ
て
い
る
中
富
地
区
の
久
住
謙
是
師
の
調
査
報
告
は
、
平
成
の
合
併
以
降
の
調
査
報
告
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
元
年
報
告

の
調
査
報
告
が
平
成
の
合
併
以
降
合
併
前
と
合
併
以
後
の
調
査
デ
ー
タ
ー
を
整
理
し
て
お
く
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
北
陸
教
区
は
、
元
年
報
告
で
は
佐
渡
島
と
福
井
県
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
元
年
報
告
以
前
の
所
報
十
八
号
で
は
福
井
県
の
全
県
（
北
部
・
中
部
・
南
部
）
を
対
象
と
し
た
「
寺
院
後
継
者
問
題

　
│
福
井
県
寺
院

の
場
合
│
　
福
井
県
北
部
・
中
部
・
南
部
調
査
報
告

　
福
井
県
寺
院
の
現
状
│
農
村
僻
地
を
中
心
に
│
」
を
高
橋
謙
祐
師
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
も
元
年
報
告
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
読
本
で
は
、
新
潟
市
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
近
畿
教
区
は
、
元
年
報
告
が
京
都
府
の
報
告
が
な
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
ま
た
読
本
で
は
奈
良
県
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
中
四
国
教
区
は
、
元
年
報
告
が
島
根
県
の
３
つ
の
地
区
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
再
調
査
と
し
て
所
報
十
九
号
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
読
本
で
は
島
根
県
２
寺
院
・
広
島
県
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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九
州
教
区
は
、
元
年
報
告
や
以
降
の
調
査
報
告
な
ど
は
無
い
が
、
読
本
に
大
分
県
の
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
過
疎
地
寺
院
の
実
態
調
査
を
教
区
別
に
見
て
み
る
と
、
北
関
東
・
京
浜
・
中
部
が
元
年
以
前
・
元
年
報
告
・
元
年
以
後
に
も
実
態
調
査

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
読
本
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

　
こ
こ
で
、
視
点
を
変
え
た
調
査
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
紹
介
を
し
て
お
く
と
、
そ
れ
は
、

　
都
市
寺
院
調
査
報
告
で
あ
る
。
北
海
道
の
原
師
（
当
時
現
宗
研
嘱
託
）
が
ま
と
め
た
報
告
書
で
あ
る
。
所
報
の
二
十
九
号
（
北
海
道
　

札
幌
市
）・
三
十
号
（
北
海
道
　
札
幌
市
）・
三
十
一
号
（
福
岡
県
福
岡
市
）・
三
十
二
号
（
福
岡
県
　
福
岡
市
）
に
掲
載

　
所
報
四
十
三
号
の
調
査
報
告
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
過
疎
地
の
寺
院
問
題
の
み
な
ら
ず
、
都
市
寺
院
の
新
た
な
る
問
題
点
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
す
で
に
所
報
二
十
九
・
三
十
・
三
十
一
・
三
十
二
号
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
過
疎
地

寺
院
の
問
題
と
、
都
市
寺
院
の
問
題
を
今
後
も
調
査
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
る
。

二
、
元
年
報
告
の
再
調
査

１
、
山
梨
県

　
早
川
町
「
祖
山
の
お
ひ
ざ
も
と
で
取
り
残
さ
れ
た
過
密
寺
院
」

　
こ
の
地
区
は
、
幾
度
と
な
く
再
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
が
今
回
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
人
口
減
少
と
寺
院
の
過
密
の
現
状
を
統
計
的
デ
ー

タ
ー
を
現
在
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
現
地
調
査
を
行
い
再
調
査
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

＊
平
成
の
合
併
が
あ
っ
た
地
域
の
為
、
元
年
報
告
の
人
口
推
移
と
合
併
前
と
の
比
較
、
そ
し
て
現
在
の
推
移
を
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
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早
川
町
お
よ
び
周
辺
の
人
口
推
移
に
つ
い
て

　
元
年
報
告
に
は
、
早
川
町
を
は
じ
め
周
辺
地
域
の
人
口
推
移
も
昭
和
三
十
五
年
と
昭
和
五
十
五
年
を
対
象
に
比
較
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
今
回
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
対
し
て
こ
の
地
域
の
平
成
合
併
前
の
人
口
統
計
と
合
併
の
地
区
、
合
併
後
の
地
域
人
口
統
計
も
示
し
て
お

く
こ
と
と
す
る
。
対
象
と
な
る
地
区
は
、
下
部
町
、
中
富
町
、
早
川
町
、
身
延
町
、
富
沢
町
の
地
区
で
あ
る
。（
資
料
│
２
）

早
川
町
の
日
蓮
宗
寺
院
の
住
職
常
住
率
に
つ
い
て

　
平
成
元
年
報
告
に
は
、
早
川
町
の
日
蓮
宗
寺
院
の
住
職
常
住
率
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
寺
院
名
簿
と
事
態
調
査
で
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
も
先
ず
寺
院
名
簿
に
よ
る
寺
院
住
職
・
代
務
住
職
・
無
住
と
い
う
統
計
を

と
っ
て
現
地
で
の
事
態
調
査
を
踏
ま
え
て
資
料
と
し
て
ま
と
め
た
い
と
思
う
。（
資
料
│
３
）

資
料
│
２

　
人
口
推
移

　
＊
平
成
の
合
併
に
よ
り
平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
が
各
地
区
と
も
合
併
前
の
数
値
と
な
る
。

　
＊ 

下
部
町
・
中
富
町
・
身
延
町
の
合
併
が
平
成
十
六
年
九
月
十
三
日
合
併
、
富
沢
町
と
南
部
町
の
合
併
が
平
成
十
五
年
三
月
一
日
合
併
、

ち
な
み
に
富
沢
町
と
南
部
町
が
山
梨
県
で
一
番
早
い
合
併
と
な
る
。
こ
の
為
、
合
併
後
の
推
計
人
口
は
平
成
十
七
年
の
国
勢
調
査
の

資
料
を
用
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
人
口
推
移
は
合
併
後
の
平
成
二
十
一
年
の
国
勢
調
査
の
資
料
を
添
付
し
た
。

　
＊
減
少
率
は
昭
和
三
十
五
年
と
五
十
五
年
と
の
対
比
、
昭
和
五
十
五
年
と
平
成
十
二
年
と
の
対
比
と
し
て
減
少
率
を
％
で
示
す
。

資
料
│
３

　
早
川
町
日
蓮
宗
寺
院
住
職
常
住
率
・
早
川
町
日
蓮
宗
寺
院
住
職
常
住
率

　
実
態
調
査

　
＊
平
成
二
十
一
年
発
行
寺
院
名
簿
参
考

　
＊
元
年
報
告
の
寺
院
数
は
教
会
結
社
が
含
ま
れ
て
い
な
い
様
で
あ
る
。
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資料─２　人口推移

町村名 昭和35 昭和55 減少率 平成12 減少率 平成21
下部町 12,028 7,719 35.8％ 5,530 28％ 身延町合併
中富町  9,783 5,696 41.8％ 4,477 21％ 身延町合併
早川町 10,679 3,005 71.9％ 1,740 42％  1,246
身延町 13,805 9,807 29.0％ 8,014 18％ 14,462

富沢町  6,838 5,020 26.6％ 4,152 17％ 南部町合併
 (9,011)

資料─３
早川町日蓮宗寺院住職常住率

内　訳 昭和55寺院数 ％ 平成21寺院数 ％
１．住職寺 15  60 11  44
２．代務寺  7  28 14  56
３．無住寺  3  12  0 　0
合　計 25 100 25 100

早川町日蓮宗寺院住職常住率　実態調査（　　）

内　訳 昭和55寺院数 ％ 今回の実態調査 ％
1‒1．住職常住  5  20
1‒2．住職不在 10  40
２．代務寺  7  28
３．無住寺  3  12
合　計 25 100
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